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また，ラモの医療の利用者の半数近くが腹（ニンガ）の病いの治療を目的としていること，そして利用

者全員が吸い出しを受けていること，１０名が吸い出しを受けるのみで治療を終えていることも注目さ

れる。ラモの医療の利用者があらかじめラモの医療の内容を知っており，腹に溜まったティブの除去を

目的としてこれを利用していることがわかる。さきの「ラダックの民俗宗教レベルにおける信仰」とは

｢ティブが口から入り腹に溜まるという信仰」といえそうである。

次に，ラモの医療を最初に利用している人もかなりいる一方，半数以上がそれ以前に近代医療やチ

ベット医療を利用していることが注目される。ひとつの医療システムの利用による効果が芳しくない場

合，並行して他の医療システムも利用するということがわかる。また，ラモにより近代医療やチベット

医療の利用を指示された人も半数近くにのぼる。ラモ自身が他の医療システム利用の指南役になってい

ることになる。

以上をまとめると，ラモの医療はラダック民俗宗教的な「ティブが口から入り腹に溜まるという信仰」

に基づき独自の治療を行うが，その一方で他の医療利用の指南役も担っている。ラモの医療の利用者も

また，ティブの吸い出しを主な目的としてラモの医療を利用するが，その利用の前後には他の医療シス

テムの利用を行っており，そうした多元的な医療システム利用が常態であるといえる。いいかえると，

ラモの医療の現場からみたラダックの医療システムは地域内で多元的医療システムを構成しており，そ

れぞれラモの医療と相補的な関係にある。また，利用者の求療行動にも，症状と民俗的信仰に応じて一

定の傾向がある一方で，同時に複数の治療システムを利用することが多く，一般に多元的である。した

がって，ラダックの医療システムと利用者の動態には一定の傾向が認められるが，同時に多元的で開か

れていると結論することができる。病者は，ある医療システムを利用すると同時にそれを結節点として

他の医療の可能性を模索し，治癒へ至る過程を多元的に想像することが可能になるのである。
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<原身体〉像へ(I。Ⅱ）

松尾信明＊

0．「報告書」

前回もそうだったけれども，この「報告書」とされるもので，いったい何を書いたらよいのか，正直

よくわからないところがある。明確な指示はなされていない。高度化２０万円をいただいた２００４年度，

筆者が何を研究し業績として残したか，これを申し述べればよいのだと思い，以下書く。



〈原身体〉像へ(I。Ⅱ）１３１

１．「<原身体＞像へ－｢基層的身体」への，ｌアプローチ」

筆者は，２００４年１２月５日，「日本現象学・社会科学会」第２１回大会一般報告において，「<原身体〉

像へ－｢基層的身体」への，ｌアプローチ」という報告を行った。その内容は以下である。

現在の社会学理論において不在とされがちな身体として，生体，「原身体性｣，内臓系（自律系）とい

う概念に着目する現代の少数の社会学理論が存在する。これらを整理し，これら概念が，デカルトの「原

初的概念」(notionprimitive)としての心身結合に相当しうることを論じた。筆者はこれらを〈原身体＞

をとらえる試みと整理するが，実体的・固定的なものとは考えず，像（作田，1993→2001:３５）として

とらえられるようなく原身体>＝<原身体〉像へと向かうアプローチを，「身体の社会学」を構想する際に

重要だと考え提出した。これは，社会構築主義でも本質主義でもない身体へのアプローチを意味する。

社会学における身体論の問題圏の始源,すなわちデカルトの理論を問うことが,身体の始源を問うこと，

さらには社会学的思考の始源を問うことと重なること。そして，社会学理論が（改めて）デカルトへと

還ること。

発表した内容は以上であるが，決められた発表順序，発表時間が，きちんとまともな形で管理・運営

されない場で研究発表を行うのは，もうやめようと思う。自分の研究は自分で守り，進めねばならない。

2．「<原身体＞像へ－｢身体の社会学」への一アプローチー」

上記発表で提示した論点を整理，よりクリアなものとして，表題の論文を『人間と社会の探究』第５９

号に投稿，掲載された。

3．「社会構築主義と『濃密な身体｣－<原身体＞像へ(Ⅱ)－」

バー(Burr,1995＝1997)，フーコー(Foucault,1976＝1986)を取り上げ，いわゆる社会構築主義理

論の，身体へのアプローチが持つ問題点を指摘した。それは端的には，社会構築主義がデカルトの「原

初的概念」としての心身結合をとらえきれていないことによる，精神-身体の二分法を保持，精神は身体

より優位にあるという考え方，そしていわば狭い言語観を持つため，その射程が「濃密な身体」(thein‐

tensifiedbody)のみに偏っていること◎結果，「稀薄な身体」（therarefiedbody)にその理論的射程は

届かず，身体の二重性＝｢厚み」が消失してしまっていることであった。

大きくいえば，「心身問題の祖」デカルトに還ることによる，今日の社会学のいわば浮遊し錯綜した理

論状況に対しての筆者の異議なのでもあった。「濃密な身体」と「稀薄な身体」とがふたつ合わせ身体で

あるのと同様，身体を「二者双方とも」(Burr,1995＝1997:166)に論じることができてはじめて，それ

が，社会学的な身体論＝｢身体の社会学」なのである。現在，理論的に「社会構築的な見方と本質に還元

する見方の二元論を脱構築する契機」（竹村，2004:174）が求められているが，身体の二重性＝｢厚み」

を扱いうる筆者のアプローチは，その契機のひとつとなろう。

表題の論文を，現在投稿中である。
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生活意識と政治経済構造の関係とその変容

～徳之島町井之川の事例より～

泉 暁

1．これまでの研究と生活意識論の意義について

私はこれまで，学部卒業論文「徳之島町井之川の「ハマオリ」行事を通しての人々の生活と関係への

考察～人々の生活に接近するための理論考察をふまえて～」や，修士論文「生活意識からみる「親族」

関係（鹿児島県大島郡徳之島町井之川の事例より)～｢現-場〆性」（reality,actuality)理論の考察へ向け

て～」に見られるように，鹿児島県徳之島町井之川を中心のフィールドとして．そこに住む人々の生活

に近づくことを目的とし，理論研究も同時に進めてきた。現在は博士学位請求論文において，これまで

と同様に徳之島町井之川を中心としたフィールド研究を行い，理論研究として，有賀喜左衛門，宮本常

一らの研究を生活意識という観点から捉え直し，自身の「生活意識論」を展開させていきたいと考えて

いる。

そして現在，徳之島町井之川のみならず神奈川県鎌倉市鎌倉山地域の昭和初期を中心とし現在に至る

開発と既存の農漁村との関係についての地域研究や，有賀喜左衛門が継続して調査し続けた岩手県安代

町石神ムラへの予備調査的フィールドワークなども行っている。それらは，人々が集い住まうことの歴

史的変遷，そして現在の生活について，生活意識という観点から捉えようとするためであり，そのため

の予備考察となるものが，本研究である「生活意識と政治経済構造の関係とその変容」である。

本稿では，まず私の中心のフィールドである徳之島町井之川についての研究の過程を示し，今後どの

ように研究を進めていくのかということを示していきたい。

私が，徳之島町井之川に研究の意図をもって訪れたのは学部生の頃からであった。徳之島町は２６集

落からなり，井之川もそのなかの一つの比較的大規模な集落であり，島の中東部に位置する。井之川は

さらに伝統的に，宝島（ホーシマ）・伊宝（イホ）・佐渡（サド）の３地区により構成されており、平成

１０年の時点において２４６世帯，推定人口６０２人である。私の両親はこの井之川で生まれ育ったが，私

自身は，ごくわずかしかこの地で生活をしていない。このような微妙な立場にいる自分自身だからこそ

なしうることがあるのではないかと考え，修士論文においては，自身の生活史の記述も組み込んだ。そ

れは私個人の「主観的」な体験として研究の上で捨象されるものでは決してないと考えている。そして，


